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１． はじめに 

「らくらく産地直販」システムと送り状作成システム「佐川ｅ飛伝Ⅲ」連携について説明します。 

（らくらく産地直販 Lite、EX、Premium、LAN 共通です） 

Lite 版は複写伝票は使用できませんが、EX／Premium／LAN 版は複写伝票も使用でき、オプションで「一括

代引機能」もサポートしています。（→５．２項 参照） 

ｅ飛伝Ⅲから配達状況を取得して、らくらく産地直販に取り込むことにより、荷物がいつ出荷されていつ配

達されたか把握できます。（→７．項 参照） 

佐川ｅ飛伝の他、ヤマトＢ２、ゆうパックプリントＲ、西濃運輸：R-Smile／カンガルーマジックⅡ、日通航

空（S-Printer）の内３種まで切り換えて利用でき、注文一覧表示でどの運送会社で送ったか把握できます。 

 

ｅ飛伝Ⅲは、佐川急便が提供する無償の送り状発行ソフトウェアです。 

ｅ飛伝Ⅲは令和４年にリリースされ、令和５年９月にｅ飛伝Ⅱは終了となりました。 

 

利用方法については、佐川急便のホームページをご覧ください。 
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２． メリット・デメリット 

ｅ飛伝Ⅲでは、インクジェットプリンタやレーザープリンタで剥離式のシールに印刷するため、下記のよう

にメリット・デメリットがあります。 導入前によく検討してください。 

 

■メリット 

① ドットプリンタが不要なため、初期コストが抑えられる。機器の設置場所が小さくて済む。 

② ｅ飛伝Ⅲの中に問い合わせ番号が記録されているので、荷物の問い合わせが簡単にできる。 

③ 荷物の問合せデータを取り込むことにより、らくらく産地直販側で発送管理ができる。 

 

■デメリット 

① 伝票の控えがない。控えのシールを残すことも可能だが紙が小さく、扱いにくい。 

  （お客様に渡す控え伝票がない） 

② 複写式に比べ文字が小さくて見づらい。雨等で濡れるとにじんでしまう。 

③ 商品が２点しか印刷できない。（複写式だと max８点まで印刷可能） 

④ ｅ飛伝Ⅲはインターネットに接続している必要があるため、ネットワークの障害があると利用できな

い。（センターの障害で印刷できなくなったことがある） 

⑤ ｅ飛伝Ⅲの操作性が良くない。 

・起動に時間がかかる。 

・ＣＳＶファイル渡しのため、両方のソフトを操作する必要がある。 

・ｅ飛伝Ⅲは、ボタンをクリックする回数が多くスピーディに処理できない。 

⑥ インクジェットプリンタやレーザープリンタはインク代がかかる。 

⑦ データの保持期間（３０日）があり、先に送り状を印刷しておくことができない。 

  （送り状を印刷したら３０日以内に発送する必要がある） 

⑧ らくらく産地直販では配送データを作成した時点で配送伝票印刷済みになり、実際の配送伝票の印刷

タイミングとは異なる。（らくらく産地直販では配送伝票印刷済みの管理ができない） 

 

《注意》配送伝票の控えが必要な場合、大量の伝票を素早く印刷したい場合、注文を受けたときに送り状を印刷し

て発送順に保管する場合は、複写伝票をお勧めします。 

１日の発送量がそれほど多くなければ、ドットプリンタのコストが抑えらるので、ｅ飛伝Ⅲを選択

するのもひとつの方法です。 
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３． ｅ飛伝Ⅲ初期設定 

  先にらくらく産地直販の方で、ｅ飛伝Ⅲ用のＣＳＶファイルを作成しておきます。 

 

（１）【佐川急便】スマートクラブにログインする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）［送り状発行（ｅ飛伝Ⅲ）］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１ ３．２ 

３．３ 
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（３）［送り状データ取込］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「らくらく産地直販」用テンプレートを作成する 
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① テンプレート「新規に作成する  ＣＳＶ（ヘッダ有）」を選択して、［ファイル選択］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② らくらく産地直販で作成したＣＳＶファイルを選択して［開く］をクリックする 
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③ ［編集取込］をクリックすると下記のような画面が表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ［次へ］をクリックすると下記のような画面が表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  らくらく産地直販の項目名 



 

 

9 

⑤ 紐づける項目名欄の［編集］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らくらく産地直販の項目名を選択して［追加］をクリックすると紐づけされる 

［次の項目］をクリックすると次の項目名の紐づけができる 

［設定］をクリックすると前の画面に戻る 

必要な項目を全て紐づける 

 

⑥ 「荷姿」は固定値＝001（箱類）に設定する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  らくらく産地直販の項目名 
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⑦ 全ての項目の紐づけが終了したら［次へ］をクリックする 

取込の設定で、住所・名称を「結合する」に設定する 

※ ｅ飛伝Ⅲの住所欄は全角１６文字と短いため、住所３枠を連結して使用する 

（名称はフィールドごとに改行するでもよいが、１６文字を超えた場合カットされてしまう） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ ［次へ］をクリックすると、取り込み結果が表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーがあった場合は、［エラーのみ出力］をクリックして原因を調べて訂正する 

エラーがなくなったら、テンプレート名称を「らくらく産地直販」と入力して［テンプレート保存］をクリ

ックする。 

 

（５）以降の取り込みは、５．３項を参照 
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（６）ＣＳＶファイルを選択して、［直接取込］をクリックすると、下記のように件数が表示される 

 エラーがある場合は、（４）に戻って紐づけを見直す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）［登録］をクリックすると取り込まれたデータが表示される 
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３．１  基本情報の設定 

［お客様基本情報］ボタンをクリックすると下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［変更］ボタンをクリックすると、情報が登録／更新されます。 
 

３．２  環境設定 

［お客様基本情報］ボタンをクリックすると下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［変更］ボタンをクリックすると、情報が登録／更新されます。 
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３．３  パターンファイルの設計 

らくらく産地直販で、テスト用の送り状作成用ＣＳＶファイルを作成しておきます。 

（１）ｅ飛伝Ⅲのメニュー画面を開きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）［送り状データ取込］をクリックすると、下記のような画面が表示されます。 
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（３）「新規に作成する」を選択して［ファイルを選択］をクリックして、ダイアログボックスからＣＳＶフ

ァイルを選択すると取り込むファイルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）［編集取込］をクリックすると、ＣＳＶファイルの項目が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＳＶファイルの選択 
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（５）［次へ］をクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

左側がらくらく産地直販の項目名で、右側がｅ飛伝Ⅲの項目名になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）最初の項目の［編集］をクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）最初の２項目は使用しないので、［次の項目］を２回クリックします。 

 

 

 らくらく産地直販の項目名    ｅ飛伝Ⅲの項目名 
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（８）お届先電話番号の紐づけ 

らくらく産地直販の「お届先電話番号」にチェックして、［追加］をクリックすると、右側の送り状デ

ータイメージ欄に、紐づけられた項目名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［次の項目］をクリックすると、次の項目：お届先郵便番号の画面になります。 

らくらく産地直販の「お届先郵便番号」にチェックして、［追加］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［次の項目］をクリックして、同様にデータを紐づけます。 

 

※ 固定値にする場合は、固定文字欄に「文字列」を入力して、［追加］をクリックします。 
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（９）すべての項目の紐づけが終了し、［設定］をクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目の対応を確認します。誤りがあれば、［編集］をクリックして修正します。 

［次へ］をクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お届先名称 結合する （フィールドごとに改行するでも可） 

お届先住所 住所変換機能ありのとき  フィールドごとに改行する 

 住所変換機能なしのとき  結合する 

依頼主名称 結合する （フィールドごとに改行するでも可） 

依頼主住所 結合する （フィールドごとに改行するでも可） 

 

※ お届先住所は、住所変換機能ありの場合は３フィールドに最適に分割されるので、必ず結合しない

に設定します。（せっかく分割した住所が連結されて、変な個所で分割されるため） 

住所変換なしの場合は「結合する」にします。（カットされないために） 

対応表 
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（10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エラーがあった場合は、［エラーのみ出力］をクリックして原因を調べて訂正します。 

エラーがなくなったら、テンプレート名称を「らくらく産地直販」と入力して［テンプレート保存］

をクリックします。 

 

［そのまま登録］をクリックすると、配送データが登録されます。 

以降の処理は、６．項参照。 
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４． らくらく産地直販の初期設定 

４．１  配送伝票の設定 

メインメニューの［配送伝票」ボタンをクリックする下記のような画面が表示されます。他システム連携に

「ｅ飛伝Ⅲ」を登録し、配送伝票の作成・印刷等のオプションを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 出荷実績モードのとき、 

  出荷計画モードのときは 

           になる 

 

《注意》Lite版の場合は、他システム連携のみになります。EX版以上は複写伝票との併用が可能です。 
 

（１）システム連携の登録 

他システムの欄（Ｃ１～Ｃ３）に「佐川ｅ飛伝」を設定し、有効に☑を入れます。 

ＣＳＶファイルを保存するフォルダを登録します。 
 

（２）発行方式 

「即時発行」の場合は注文入力をしたときに配送データが作成され、「一括発行」の場合は配送データ

の作成を実行したときに配送データが作成されます。 
 

複写伝票も使用する場合に設定する 
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（３）依頼主名 

「依頼主＝お届先のとき、依頼主名を「ご本人」にする」に☑すると依頼主名が「ご本人」になります。 
 

（４）配送伝票の印刷枚数 

「小包の数（梱包数）分の配送伝票を印刷する」に☑すると、梱包数分の配送データがＣＳＶファイル

に出力されます。荷扱い１欄に「１／５個口」のように印刷されます。 

ここではチェックしないで、ｅ飛伝Ⅲ側で複数個口の印刷をすることも可能です。 
 

（５）ＣＳＶファイル名 

作成されるＣＳＶファイル名は「ｅ飛伝用 yymmdd-HHMM（n）.csv」になりますが、「ファイル名に付加

する文字」欄に「Ａ」を設定すると、「Ａｅ飛伝用 yymmdd-HHMM（n）.csv」になります。 

複数台のＰＣで運用する場合にどのＰＣで作成されたファイルか識別することが可能になります。 
 

（６）発送予定日 

ＣＳＶファイル作成時に出荷予定日を設定することができます。（→ ５．３項 参照） 

但し、出荷実績モードの場合は「出荷日にする」、出荷計画モードの場合は「出荷指示日にする」に☑

すると、ＣＳＶファイル作成時の出荷予定日の指定欄は表示されません。 
 

（７）印刷指定 

①「商品の数量」にチェックすると、商品名欄に「商品名 1 個」のように数量が印刷されます。 

② 商品の種類：「商品名に追加する」に☑すると商品名に「商品種類（組合せ商品の場合は略号）」が追

加され、「商品名２に入れる」に☑すると商品名２の欄に印刷されます。 

 例． 商品名に追加する ぶどう（KH①、SM②） 

    商品名２に入れる 巨峰①、シャイン② 
 

（８）配達時間帯 ｅ飛伝Ⅲは「7 時間帯」になります 
 

（９）住所変換機能 オプション機能になります 
 

（10）航空便指定  

「航空便指定」にチェックすると全商品が、チェックしない場合は送料区分が「K***」の商品が航空便

扱いとなり、指定された県が航空便になります。 

※ 県ごとに「通常便／航空便」を設定する必要があります。 

 （→配送条件の設定、取扱説明書（基本編）の７．２項 参照） 

航空便の種類（003=翌日中、004=翌日午前中、005=ジャストタイム）を設定します。 
 

（11）「取得した送り状番号の頭に識別子を付ける」にチェックすると、送り状番号の頭に佐川を示す「S」が

付けられます。 

複数の送り状作成システムを使用する場合に、運送会社が判別できるので便利です。 

 

設定が完了したら、［設定］ボタンをクリックします。 
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４．２  代引機能ありの場合の設定 

（１）オプション指定  ・・・・ ［メンテナンス］－［オプション機能］ボタンをクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「代品引換を利用する」に☑して、代引き業者を「佐川急便」にします。 

［設定］ボタンをクリックして登録します。 
 

（２）代引き手数料の設定  ・・・メンテナンスメニューの［手数料］ボタン → ４．２項 参照 

 

（３）他システム連携の設定 ・・・ 「メインメニューの［配送伝票」ボタンをクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代引用のＣＳＶファイルを分ける場合は、「代引と通常でファイルを分ける」に☑します。 

（現在は伝票用紙が共通のため分ける必要はありません） 

通常は複写伝票を使用して、代引のみｅ飛伝Ⅲで処理することも可能です。 
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４．３  一括代引機能ありの場合の設定 

「一括代引機能」は、顧客Ａさんから５件の注文をいただき、１件はＡさん宛に送る場合に、Ａさん宛の

小包でＡさんの注文の全額を代引きする機能で、ＥＸ／Ｐｒｅｍｉｕｍ版のオプション機能です。 

４．３の設定に加えて、下記のように設定します。 
 

（１）オプション設定 ・・・ 「メンテナンス－オプション機能」をクリックする 

ｅ飛伝Ⅲで一括代引を使用する場合、「代品引換を利用する」にチェックして、代引き業者＝佐川急便、

「一括代引きを有効にする」にチェックします。 

［設定］ボタンをクリックして登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）他システム連携の設定 ・・・ メインメニューの「配送伝票」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括代引きする他システムに☑を入れます。 
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４．４  代引き手数料の設定 

メンテナンスメニューの［手数料テーブル］ボタン

をクリックして、佐川急便の代引き手数料を 

登録します。（→ 取扱説明書（操作編）４．３項 

参照）  

例えば、10,000 円以上お買い上げの場合、手数料を

サービスとする場合は、 

「金額が「10000」円以上のとき、手数料「０」円」

と入力して、チェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

４．５  配送伝票の指定（選択）  

複写伝票・他システム連携を含めて、複数の配送伝票を使用する場合は、配送伝票印刷時に、下記のよう

な配送伝票の指定（選択）画面が表示されます。 

配送伝票の設定で、「有効」に☑した複写伝票および他システムのボタンが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［佐川ｅ飛伝］ボタンをクリックすると、ｅ飛伝Ⅲ用の配送データが内部に蓄積されます。 

注文一覧の配送伝票印刷済欄に、複写伝票の場合は①～④が、他システム連携の場合は、ｅ飛伝Ⅱ＝Ｙ、ゆうプ

リＲ＝Ｕ、ｅ－飛伝＝Ｓ、R-Smile＝Ｃ、カンガルーマジックⅡ＝Ｋ、日通航空＝Ｎ、EXCEL ファイル＝Ｅ が設定さ

れます。 
 
《注意》 Ｌｉｔｅ版の場合は複写伝票と他システム連携の切り換えはできません。 

    EX/Premium版の場合は、複写伝票４種と他システム連携３種の切り換えができます。 
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５． らくらく産地直販：配送伝票の作成 

配送伝票の印刷処理をすると、ｅ飛伝用の配送データがシステム内部に蓄積され、ｅ飛伝Ⅲ 

システムで印刷したいときに蓄積された配送データをＣＳＶファイルに出力します。 

 

５．１  配送伝票の印刷処理（配送データの作成） 

「即時印刷モード」にした場合は、注文データを入力した時点で配送データが蓄積され、登録された注文の

配送伝票の印刷は、「顧客－注文一覧処理」、「注文一覧処理」の両方から実行できます。 
 

（１）注文入力時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注文データを入力して、［登録］ボタンをクリックすると、注文データが登録され、「即時印刷モード」の

場合は、配送データが作成されます。 

配送伝票が２つ以上設定されている場合は下記のような配送伝票の選択画面が表示され、［佐川ｅ飛伝］を

クリックするとｅ飛伝Ⅲ用の配送データが作成され、配送伝票印刷済みになります。（伝票欄に「Ｓ」印が

入ります） 
 
【配送伝票選択画面】 
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 （２）顧客－注文一覧処理    

メインメニューの［顧客→注文］ボタンをクリックすると下記のような顧客の一覧が表示されます。 

顧客を選択して［注文処理］ボタンをクリックすると下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
顧客を選択するとその顧客の注文データが表示されます。 

［今シーズン］ボタンをクリックすると今シーズンの注文データが表示されます。 
 
配送伝票を印刷するデータを選択して（選択しない場合は表示されているデータが対象になる）、 

［配送伝票］ボタンをクリックすると、【配送データ選択画面】が表示されます。 

［佐川ｅ飛伝］のボタンをクリックすると、ｅ飛伝Ⅲ用の配送データが作成・蓄積され、配送伝票印刷済

みになります。（伝票欄に「Ｓ」印が入ります） 
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 （３）注文一覧処理    

メインメニューの［注文一覧］ボタンをクリックすると、下記のように今シーズンの注文データが表示されます。 

配送データが作成済みの注文は「伝票」欄にマークが設定されます。 

（Ｓ＝ｅ飛伝Ⅲ、Ｙ＝ヤマトＢ２、Ｕ＝ゆうプリＲ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
《注意》 メインメニューの［配送伝票］ボタンをクリックした場合は、今シーズンの配送データ未作成（配送伝票未印

刷）の注文データだけが表示されます。 
 
配送伝票を作成（配送データを作成）するデータを選択して、［配送伝票］ボタンをクリックすると、下記の

ような画面が表示されます。 （複写伝票と送り状作成システムの併用が可能です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて、送り状に入れる「荷扱いのシール」（取扱注意／天地無用）が指定できます。 

 ［佐川ｅ飛伝］ボタンをクリックすると、ｅ飛伝Ⅲ用の配送データがシステム内に蓄積され、配送伝票印刷済みにな

ります。（伝票欄に「Ｓ」印が入ります） 

配送データ作成済 
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■ ｅ飛伝Ⅲ用データの変換 

① 依頼主／お届先の名称・住所２ 

依頼主名、依頼主住所２（建物名）、お届先名、お届先住所２（建物名）の文字数が、半角換算で３２文字を超えた

場合、下記のようなメッセージが表示され、文字列が半角に変換されます。 

（ｅ飛伝Ⅲ側でできるだけエラーにならないようにするためです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜変換される例＞ 

・依頼主名／お届先名 

 株式会社 セントラルハウジング 総合企画部 ⇒ 株式会社 ｾﾝﾄﾗﾙﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 総合企画部 

 （全角２１文字、半角換算４２文字）  （半角換算２８文字） 

・依頼主住所２／お届先住所２ 

 アサヒスブレット長野東口ビル１０階 ⇒ ｱｻﾋｽﾌﾞﾚｯﾄ長野東口ﾋﾞﾙ 10階 

 （全角１７文字、半角換算３４文字）  （半角換算２４文字） 

 

② 配達時間帯 

また、古い配達時間帯（現在使用されていない時間帯）の場合は、下記のようなメッセージが表示され、現在使用さ

れている時間帯に置き換えられます。 
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５．２  一括代引きの処理 

「一括代引き」機能で、複数の注文を依頼主宛の荷物でまとめて代引きする場合、注文主宛（代引）とお

届先宛の注文データを一緒に選択して、［配送伝票］ボタンをクリックします。 

（「顧客－注文一覧処理」の場合も同様） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山田花子」様から４件注文があり、内１件はご本人に送る場合、注文主宛の注文のみ「代引」にします。 

この時の手数料は、注文主宛の金額で計算されるため「￥３３０」になります。 

この４件を一括して注文主宛の配送伝票で代引きする場合は、４件まとめて［配送データ］ボタンをクリ

ックして、［ｅ飛伝Ⅲ］ボタンをクリックすると、下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックすると、一括代引き用配送伝票を示す下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックすると一括代引の処理がされ、 

その結果、注文主宛の金額は合計「\20,510」になり、代引き手数料は「４４０円」に訂正されます。 
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一括代引きの場合、代引き手数料込みの納品書を作成することができます。 

外部伝票ファイルの「納品書（一括代引）.xlsx」「納品書（宛名・一括代引）.xlsx」を使用すると、 

下記のように、手数料を入れた納品書が印刷できます。 

外部伝票ファイルを編集することで、文言の変更、レイアウトの変更、ロゴの追加等が可能です。 
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５．３  ＣＳＶファイルの作成 

メインメニューに戻ると、他システム連携の欄に蓄積された配送データの件数が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）［ＣＳＶファイル作成］ボタンをクリックすると下記のような画面が表示されます。 

 出荷管理のモード：出荷実績／出荷計画モードにより処理が異なります。 

＜出荷実績モード＞               
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① フォルダ 

オプション指定で設定されたフォルダが表示されます。 

［選択］ボタンをクリックして、フォルダを変更することができます。 

変更されたフォルダが次回に使用されます。 
 

② 古いファイルの削除 

「古いファイルを削除する」にチェックして、「１日前、３日前、１週間前、１ケ月前（３２日）、３ケ

月前（９２日）、全て」のいずれかにチェックします。 

指定されたフォルダ内の作成日（実際には更新日）が指定された日より前の「ｅ飛伝用･･･.csv」のフ

ァイル（･･・は任意の文字列）が削除されます。 

「全て」にチェックした場合は全ての「ｅ飛伝用･･･.csv」（今日のファイルも）が削除されます。 
 

③ 出荷予定日の指定 

「○今日、○明日、○空白（日付を入れない）、○日付を指定する」のいずれかにチェックします。日

付指定の場合は、日付を入力するかカレンダで日付を指定します。 

《注意》出荷実績モードで「出荷日にする」、出荷計画モードで「出荷指示日にする」に☑すると、 

ＣＳＶファイル作成時の出荷予定日の指定欄は表示されません。 
 

※「保存フォルダ、古いファイルの削除、出荷予定日の指定」は、指定された条件が保持され、次回の処

理の際に継続されます。 
 
＜出荷計画モード＞ 

出荷予定日を「出荷指示日」に設定すると、出荷予定日の指定欄は表示されません。出荷予定日を出荷指示日

にする場合は、出荷指示日を設定するようにしてください。設定されていないと、ｅ飛伝Ⅲ側で出荷予定日を手

入力する必要があります。フォルダの指定と古いファイルの削除は＜出荷実績モード＞と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックするとファイルが作成され、［いいえ］をクリックすると処理が中止されます。 

 

（２）［作成］ボタンをクリックするとＣＳＶファイルが作成され下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 
 
ファイル名はデフォルトで「ｅ飛伝用 yymmdd-HHMM（n）.csv」（nは件数）になりますが、変更可能です。 

※ 配送伝票の設定で、「取得した送り状番号の頭に識別子を付ける」にチェックすると、送り状番号の頭

に佐川を示す「S」が付けられます。（→４．１(11)参照） 
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（３）ＣＳＶファイルを出力すると、蓄積された配送データは削除され、件数はゼロになります。 

 メインメニューの他システム連携エリアの蓄積件数が「０」になります。 

 

 

 

 

５．４  住所データの変換 

らくらく産地直販では、「県・住所１・住所２(建物名)」になっていますが、ｅ飛伝Ⅲではお届先は「住所

１・住所２・住所３」の３フィールド、依頼主は「住所１・住所２」の２フィールドで、各々全角１６文

字以内の制限があります。 

ｅ飛伝Ⅲの方で住所を「連結する」ように設定すると不自然なところで住所が切断されるため、見づらく、

ご配達の恐れがあります。ｅ飛伝の方で手作業で修正は可能ですが、手間がかかるという問題があります。

そこでこのような手作業での修正をしなくて済むように、下記のように住所データを変換します。 

 

■ 依頼主 
 
「県＋住所１」が全角１６文字以下のとき ｅ飛伝の住所１＝県・住所１ 

ｅ飛伝の住所２＝住所２(建物名) 

「県＋住所１」が全角１６文字以上で、 

 

＜県はカット＞ 

ｅ飛伝の住所１＝住所１ 

ｅ飛伝の住所２＝住所２（建物名） 
 
【重要】２フィールドしかないので、ｅ飛伝Ⅲの設定は「連結する」に設定してください。 

住所がわかりづらい場合は、ｅ飛伝Ⅲの方で訂正してください。 

 

■ お届先 
 
「県＋住所１」が全角１６文字以下のとき ｅ飛伝の住所１＝県・住所１ 

ｅ飛伝の住所２＝住所２(建物名) 

「県＋住所１」が全角１６文字以上で、 

 「住所１」が全角１６文字以下のとき 

ｅ飛伝の住所１＝県 

ｅ飛伝の住所２＝住所１ 

ｅ飛伝の住所３＝住所２(建物名) 

「県＋住所１」が全角１６文字以上で、 

 「住所１」が全角１６文字以上のとき 

「県・住所」の番地以降を判別して 

ｅ飛伝の住所１＝「県・住所」の番地より前 

ｅ飛伝の住所２＝県・住所」の番地以降 

ｅ飛伝の住所３＝住所２(建物名) 
 
【重要】３フィールドに分割するので、ｅ飛伝Ⅲの設定は「連結しない」に設定してください。 
 
上のように変換しても、３フィールドすべてが全角１６文字以内に収まらない場合は、ｅ飛伝Ⅲの方で手

作業で変更する必要がありますが、らくらく産地直販の「住所変換機能」を有効にすると下記のような画

面が表示され、簡単に分割できます。 

 
らくらく産地直販の住所 ｅ飛伝Ⅲの住所 
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＜住所変換ツールの操作＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
住所１の区切る場所を指定して［分割］をクリックすると、後ろの部分が住所２に分割されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
住所２の区切る場所を指定して［分割］をクリックすると、前の部分が住所２の後に分割されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［やり直し］ボタンをクリックすると初期状態に戻ります。 
 
《補足》 同じお届先のデータを連続して処理した場合、前回分割したデータがすべて１６文字以下の条件

を満たしていれば、そのデータが使用されます。 

同じお届先の荷物が連続する場合は、直前の分割されたデータが適用されます。 
 
＜工夫＞ １６文字に収まらない場合は、都道府県名をカットする、番地表記を簡略化する、建物名を簡略

化するなどで対応し、どうしようもない場合は、住所の別紙を貼るなどしてください。 

 

 

 

県名をカット 
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６． ｅ飛伝Ⅲ：配送伝票の印刷 

（１）「ｅ飛伝Ⅲ」を起動して、［送り状データ取込］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）独自テンプレート「らくらく産地直販」、ＣＳＶファイルを選択して［直接取込］をクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

36 

 

（３）配送データが取り込まれ、結果が表示される 

 エラーがある場合は、３．項に戻ってパターンファイルを見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）［登録］をクリックすると、下記のような画面が表示される。 
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（５）印刷するデータを選択して、［印刷］をクリックすると、下記のような画面が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）印刷のアイコンをクリックして、プリンタを選択して、印刷します。 
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７． 配達状態の確認 

ｅ飛伝Ⅲから「伝票番号と配達状況・配達日時」をらくらく産地直販に取り込むことができます。 

  

７．１  ｅ飛伝Ⅲの出荷データの取得 

メインメニューを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メインメニューの［荷物情報照会］をクリックすると下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EX／Premium 版でサポート 
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荷物情報照会］をクリックすると、下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発送期間（最大の１週間にする）を設定して、［検索実行］をクリックするとその期間のデータが表示さ

れます。 

［ＣＳＶ出力］をクリックすると、ＣＳＶファイルがダウンロードされます。 

 

《注意》発送期間は最大１週間しかないため、少なくとも３～４日置きに、配達状況を取得してデータを

更新する必要があります。 

 

ＣＳＶファイルの内容は下記のようになります。 
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７．２  らくらく産地直販：配達状況の取り込み 

メインメニューの［配達取込］ボタンをクリックすると下記のようなダイアログボックスが表示されます。 

《注意》Lite版では［配達取込］ボタンは表示されません（本機能はサポートしていません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．１項で保存したファイルを選択して［開く］をクリックすると下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックするとデータの取り込みが開始されます。 

EX／Premium 版でサポート 



 

 

41 

① らくらく産地直販の注文とお届先が一致しない場合、下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

② らくらく産地直販に注文がない場合、下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

取り込みが完了すると下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①および②のエラーがある場合、下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

［はい］をクリックするとレポートが作成され、下記のような画面が表示されます。 
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［ページ設定］で用紙サイズ・用紙方向・余白等が調整できます。 

［印刷］をクリックすると印刷されます。 

［印刷プレビューを閉じる］をクリックすると終了します。 
 
印刷後に、レポート結果（EXCELファイル）が「らくらく産地直販」のフォルダ内の「Report」フォルダ

に保存され、下記のようなメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

＜レポートの説明＞ 

① お届先不一致 ･･･ 注文ＮＯが黄色に塗りつぶされます  

 ｅ飛伝Ⅲ側で顧客名を変更したことが考えられます 

下の例では、ｅ飛伝側で「石崎」を「石﨑」に訂正したときに発生します。 

《注意》 氏名や住所、ＴＥＬの誤りは、必ずらくらく産地直販のデータも訂正してください。 

② 注文ＮＯなし ･･･ 注文ＮＯがピンクに塗りサつぶされます 

 らくらく産地直販に入力しないで、ｅ飛伝Ⅲに入力したことが考えられます 

 

 

 

 

 

 

 

＜ｅ飛伝Ⅲの出荷データ＞ 

 

＜配達状況＞  らくらく産地直販では「２文字」で表示されます 

   ＜らくらく産直の表示＞  

■荷物状況 空白 未出荷 空白 

 未集荷 運送会社が集荷していない 未集 

 輸送中 輸送の途中 輸送 

 配達中 配達中 途中 

 保管中 保管している 保管 

 配達終了  配達枷完了した 完了 

 

《注意》らくらく産地直販に「伝票番号・荷物状況・配達日時・出荷日」が取り込まれます。 
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７．３  配達状況の確認・検索 

［注文一覧］ボタンをクリックして、注文データの一覧を表示します。 

《注意》Lite版では［配達］ボタンは表示されません（本機能はサポートしていません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
［配達］ボタンをクリックすると「伝票番号・配達状況・配達日時」が表示されます。 

もう一度［配達］ボタンをクリックすると「配達指定・支払・業者注文ＮＯ」に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「配送伝票番号」が空白の場合は、配送伝票が印刷されていないか、発送ミスが考えられます。 

定期的に配達状況を確認することで、《出荷漏れ》等のミスを素早くチェックできます。 

 

＜並べ替え＞ 

「伝票番号、状況、配達日時」のタイトルをクリックするとそれぞれの昇順／降順に並び替えられます。 

 

 

EX／Premium 版でサポート 
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＜検索＞ 

■ 未出荷の注文データ 

ｅ飛伝Ⅲの出荷日が取り込まれます。 

「出荷の□未」のみチェックすると、出荷日が空白の注文データが抽出されます。 

 

■ 配達未完の注文データ 

「出荷の□済」と「□未配達」にチェックして［検索］すると、出荷したが配達が完了していない注

文が抽出されます。 

未配達の原因が「伝票番号の有無、配達状況」から判断できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝票が印刷されていない、出荷されていない 

配達の途中（未完了） 
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８． 配送データの対応表 

 



 

 

46 

 

９． 注意事項 

ｅ飛伝Ⅲ連携の場合、らくらく産地直販は配送データの作成をもって「配送伝票印刷済み」としているた

め、本当に配送伝票が印刷されたかどうかまでは管理できません。 

（複写伝票の場合は同時に配送伝票が印刷されるため、印刷済みの確認ができます） 

 

発送漏れがないように、 

（１）印刷された配送伝票とらくらく産地直販の注文データを突き合わせる 

（２）注文票を元に、らくらく産地直販に注文データを入力し、ｅ飛伝Ⅲで印刷して、 

注文票と配送伝票を突き合わせる 

（３）ｅ飛伝Ⅲから、配達状況データを取得して発送されていることを確認する（→７．項） 

のいずれかを実施することをお勧めします。 

 

《お願い》 配送漏れや誤配送がないように、配送伝票のチェックをお願いします。 

 

 

＜履歴＞ 

Rev. 日付 内容 

C2 2017/06/21 配達状況の取込追加 

D 2018/05/24 複写伝票４種＋他システム連携３種の切換サポート 

E 2019/07/31 らくらく産地直販Ｒ６に対応 

E1 2019/10/27 Ｂ２クラウドの画面修正 

E2 2020/03/03 CSVデータに「梱包数」追加 

E3 2023/04/01 ｅ飛伝Ⅲ対応（別冊追加） 

F 2023/09/06 ｅ飛伝Ⅲに対応 

 

＜お願い＞ 

本プログラム及びマニュアルの著作権は、開発者に帰属します。 

無断で、プログラムの複製・流用、マニュアルの複写・転用することは法律で禁止されています。 

 

        Copyright (C) 2018 Juichi.Maezumi All Rights Reserved. 
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